小項目評価の論点に関する検討結果（案）について
１　論点に関する検討結果（案）
Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標
	平成20年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	全学的経営戦略の推進
	（134）
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	○学長裁量経費を措置し、業績の高い教員に対する重点的な研究費の配分や、外部研究資金獲得のためのインセンティブを高めるために活用した結果、継続して目標を大きく上回る外部研究資金を獲得している。

○また、大阪府立大学への寄付金を一元的に募集・管理するため「大阪府立大学基金」を設置するなど、財政基盤の安定化に向けた取組みを進めており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	重点的な予算配分
	（136）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○基盤研究費の配分に当たって、一律配分でなく、教員から研究計画を記載した申請をもとに研究費を配分する制度を新たに導入したことを確認した。

	専門家の協力を得た、監査業務のための研修の実施
	（144）
	
	Ⅱ
	Ⅱ
	○各課職員の兼務による監査室を設置しているが、研修について検討できる体制がきちんとできておらず、OJTによる監査業務に必要な専門スキル獲得には努めているが、専門家の協力を得た研修の実施について計画通り進捗していなかったため、己評価のⅡは妥当であると判断した。

	共同研究の実施など組織間連携の充実
	（150）
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	○組織間連携の充実のため、「21世紀科学研究所」において、昨年度を大幅に上回る31の研究所を設置し、「21世紀科学研究所」に代わる新たな枠組みとして、21年度に「21世紀科学研究機構」を設置するなど、計画以上の進捗があったことから、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	優秀な教員の表彰
	（157）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○教員の教育活動として多くの学生に博士の学位を授与した教員等に対して、新たに学長顕彰を行う制度を導入したことを確認した。

	業績評価が反映させる教員給与システムの検討
	（159）
	
	Ⅱ
	Ⅱ
	○教員の業績評価については、外部資金獲得実績に応じた報奨金支給制度の導入など、研究業績評価や教育活動評価を行っているが、業績評価結果を給与に反映する仕組みの検討を行う体制整備が十分にできていなかったことから計画通り進捗していなかったため、己評価のⅡは妥当であると判断した。

	講師以上の階級における任期制の導入
	（162）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○任期付で採用された教員が審査を経て専任教員になることができるテニュア・トラック制度を新たに導入したことを確認した。


Ⅲ　財務内容の改善に関する目標
	平成20年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	外部研究資金の獲得
	（170）
	２
	Ⅴ
	Ⅴ
	○19年度に引き続き、中期計画に掲げる目標（法人化前の30％増）を大幅に上回る89.0%増の外部研究資金を獲得しており、自己評価のⅤは妥当であると判断した。

	外部研究資金獲得の強化
	（171）
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	○外部研究資金獲得の強化のため、従来の教員のインセンティブ保持方策に加え、教員の外部研究資金獲得実績に応じた報奨金支給制度を導入ており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。

	適正な学生納付金設定についての検討
	（174）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○受益者負担などの観点から21年度から獣医学科の学生から実験用経費等のための新たな負担金の徴収や、入試事務経費を全学検定料で賄えるよう検定料改定を実施したことを確認した。

	既存施設の共同利用、共同活用の推進
	（180）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○高額で大型の研究機器の共同利用について検討するための「機器共同利用検討会」を設置し、推進策についての検討を開始。また、共同利用機器の保守費等を捻出するための「府大バンキング制度」を21年度から導入するなど、計画を順調に実施していることを確認した。


Ⅴ　その他の業務運営に関する目標
	平成20年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	高額で大型の研究用機器の共同利用推進のルール検討
	（199）
	
	Ⅲ
	Ⅲ
	○高額で大型の研究機器の共同利用について検討するための「機器共同利用検討会」を設置し、推進策についての検討を開始。また、共同利用機器の保守費等を捻出するための「府大バンキング制度」を21年度から導入するなど、計画を順調に実施していることを確認した。


２　小項目評価（Ⅰ～Ⅴ）の分布状況
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�
評価対象


項目数�
Ⅰ�
Ⅱ�
Ⅲ�
Ⅳ�
Ⅴ�
�
�
�
計画を大幅に下回っている�
計画を十分に実施できていない�
計画を順調に実施している�
計画を上回って実施している�
計画を大幅に上回って実施している�
�
教育研究等の質の向上�
116�
�
�
業務運営の改善及び効率化�
34�
0�
2�
30�
2�
0�
�
財務内容の改善�
14�
0�
0�
12�
1�
1�
�
自己点検・評価及び情報提供�
9�
0�
0�
9�
0�
0�
�
その他業務運営�
18�
0�
0�
18�
0�
0�
�
合計


※（　　）内は「教育研究等の質の向上」を除いた合計�
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（75）�
0�
2�
69�
3�
1�
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